
 

 
 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

  

 

 

 

 

 

 

№１８３ 

令和６年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人 口 14,057 世帯数 7,007  

（令和６年 5 月 1 日現在） 

６月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  
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総合順位の結果は１位:岩富、２位:中
矢原、３位:下矢原でした！ 

出場された皆さん、そして運営にご協
力いただきました皆さんありがとうござ
いました！！ 

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 
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大歳地域交流センターの定期利用団体

として活動しています！  
日 時：毎週月曜日  

１４時００分～１６時００分  
入会金：５００円  
年会費：１，０００円  
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【大歳地区６月の行事予定】 
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先月３日、SL やまぐち号(D51)の運転が 2 年ぶりに再開されました。連日ニュースでも取り上げられ、復

活を待ち望む声がいかに大きかったかを感じられました。これを機に大歳地区を走る鉄道の歴史を振り返っ

てみたいと思います。 

明治 5 年に日本初の鉄道が新橋～横浜間で開業したのち、鉄道網は全国に広がり、同 33 年には山陽鉄道

（現山陽本線）三田尻～小郡～厚狭間が開通します。この路線は当初、三田尻から山口町を経由し小郡へ出

るルートが計画されていました。ですが、これに山口の旅館業者が鉄道建設に大反対したことで、見直しを

余儀なくされます。鉄道が通るとこれまで山口に宿泊していた客が素通りや日帰りとなり、宿場町が寂れる 

ことを心配したのです。現代の私たちからすると見当違いな印象も受けますが、ここで当時の時代背景を考

えてみます。幕末の藩庁移鎮に始まり、明治維新以降山口町には県庁や官衙、高等教育学校などが次々と設

置され、近郊から訪問客や下宿人が集まるなど、せっかく大内氏時代以来の賑わいをとりもどしたのに、こ

こで鉄道敷設により宿泊客を失うのは耐えがたいという思いがあったでしょう。 

しかし実際に鉄道が通じてみると、人も物資も小郡に集中するいっぽう、小郡～山口間は荷車や人力車、

乗合馬車が主流で鉄道の通じていない不便さが際立ちました。これに追い打ちをかけたのが県庁移転問題で

す。交通便利の良い下関や防府に県庁を移すべきだという運動が活発になります。ここで山口町はすっぱり

と鉄道誘致の方向に切り替え、明治 33 年山口鉄道委員会を結成し、山口-小郡間の鉄道敷設を推進する方針

を定めました。国鉄誘致と軽便鉄道の 2 案が出ましたが、ひとまず軽便鉄道を造ることで話がまとまり、明

治 40 年 12 月に山口軌道会社が設立され、資本の問題で大日本鉄道と合併し翌年その山口支社となりました。

支社⾧には銭湯小路で旅館業を営み、反対運動の中心人物であった中村竹兵衛が就任しました。 

まず明治 41 年、湯田～小郡間に軽便鉄道が開通します。大歳地区では和田橋と下湯田踏切の付近に停留所

がつくられ、和田橋停留所の付近にあった茶屋は名物の「和田の外郎」目当ての客で繁盛したそうです。 

ですが、スピードも動力も小規模な軽便鉄道は普通鉄道に比べその役割が十分に果たせず、山口町に通じ

る普通鉄道への期待が高まります。そこで、山口町では小郡と島根を結ぶ鉄道の敷設を請願し、大正 2 年

(1913)、山口線はまず小郡～山口間で開通します。汽車の運行初日、大歳小学校では終業後に全校生徒を引

率して開業前の大歳駅へ見学に行ったそうです。大歳地区の湯田駅・大歳駅が開業されたのはこの 2 ヶ月後

のことでした。大正 12（1923）年、津和野～益田駅間の開通をもって山口線は全線開通します。山陰と山陽

を結ぶ重要路線として、戦中戦後にかけて蒸気機関車 D51 は多くの人や物資を乗せて走りました。 

時代は移り、1960 年代より SL はディーゼルカーや電車に切り替えが進められ、山口線でも 1973 年 9 月

末をもって蒸気機関車がさよなら運転を終えました。同時にその引退を惜しむ声が全国で大きくなります。

国鉄は動体保存のため観光列車としての SL 運行を新たに計画し、新幹線に直結した観光地であり、地方都

市という条件を備えた山口線に白羽の矢が立ちました。SL

やまぐち号は、春から秋にかけ週末を中心に山口線を一日

一往復走り続け、大歳地区内にも県内外から撮影に訪れる

人が駅や沿線に集まるようになりました。 
 

参考資料 「山口市史 (昭和 57 年版)」 

「鉄道いまむかし-山口県を中心として-」山口博物館 

「山陽鉄道物語」⾧船友則 

 
（大歳史談会 文責・竹田暁子） 

 
 

SL やまぐち号〈D51〉(矢原駅より撮影) 


